
尖圭コンジローマ
・原因：ヒトパピローマウイルス（HPV）
・外陰部に小さな尖ったイボができる。
・痛みやかゆみなどの自覚症状がほとんどないため
感染に気付かないことがある。

感染経路：性行為の時に皮膚や
粘膜の微小な傷から侵入。

治療：レーザー治療、凍結療法、
塗り薬

検査：医師の診察

・イボ状の小潰瘍ができる、痛みはない
（放置するとカリフラワー状のイボに）

潜伏期間：数週間～３か月前後

性器にイボ
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